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125) 石村繭子，金兼弘和，山田多香子：患児・家族の目線を考えたプレイルームづくり．第 53回日本小児血液・がん学
会，2011，11，25-27，前橋． 
126) 岡部美恵，樋口 収，板澤寿子，足立陽子，足立雄一，宮脇利男：小児における鼻炎が喘息に及ぼす影響．第 38回
北陸アレルギー研究会，2011，12，3，金沢． 
127) 星野顕宏，藤田祥央，西田直徳，野村恵子，金兼弘和，宮脇利男，大楠清文：PCR 法にて膿汁から細菌 DNA を検
出しえた肝膿瘍合併慢性肉芽腫症の一例．第 19回食細胞機能異常症研究会，2011，12，3，東京． 
 
◆ その他 
1)  宮脇利男，三笠桂一：低又は無ガンマグロブリン血症．帝人ファーマリファレンスブック，2011． 
2)  市田蕗子：成人に達した先天性心疾患の確立に向けた教育プログラム研修の具体的なカリキュラム策定．厚生労働
省研究費補助金，成人に達した先天性心疾患の診療体制の確立に向けた総合的研究 平成 22年度総括・分担研究報
告書，71-77，2011． 
3)  市田蕗子，齋藤和由，高崎一朗：川崎病急性期における miRNA による NF-kB を中心とした自然免疫応答による炎
症の制御機構の解明．厚生労働省研究費補助金，重症川崎病患者に対する免疫グロブリン・ステロイド初期併用投
与の効果を検討する前方視的無作為化比較試験 平成 22年度研究年度終了報告書，60-62，2011． 
4)  市田蕗子：川崎病の心臓障害とその管理―親として知っていてほしいこと―。川崎病講演会 川崎病の子供を持つ
親の会主催，2011，6，12，南砺市． 
5)  市田蕗子：特別講演 心筋緻密化障害の臨床．第 18回法医病理夏季セミナー，2011，9，4，富山． 
6)  足立雄一，板澤寿子：インフルエンザ A/H1N12009（新型インフルエンザ）感染による気管支喘息発作の臨床的特徴
に関する文献的考案．平成 22年度厚生労働省研究費補助金研究（臨床応用基盤研究事業）研究報告書，17-19，2011． 
7)  足立雄一，斎藤博久，小田嶋博，赤澤 晃，吉田幸一，古川真弓，板澤寿子，岡部美恵，増本夏子，村上洋子：小
児気管支喘息・アレルギー性鼻炎有症率の調査．平成 22年度厚生労働科学研究費補助金免疫アレルギー疾患予防・
治療研究事業研究報告書，260-263，2011． 
8)  足立雄一，齋藤博久，小田嶋博，赤澤 晃，吉田幸一，古川真弓，板澤寿子，岡部美恵，増本夏子，村上洋子：小
児気管支喘息・アレルギー性鼻炎有症率調査の研究．平成 22年度厚生労働科学研究費補助金免疫アレルギー疾患予
防・治療研究事業総括・分担研究報告書，16-19，2011． 
9)  足立雄一，勝沼俊雄：誌上シンポジウム「震災時における喘息・アレルギーへの対応と問題点」災害時のこどもの
アレルギー疾患対応パンフレット作成．アレルギア，40：29-43，2011． 
10)  足立雄一：保育・教育の場でのアレルギー疾患への対応．医報とやま，1519：4-5，2011． 
11)  足立雄一：特別講演「小児喘息治療における配合剤の位置づけ」．富山小児ぜんそく懇話会，2011，11，29，富山． 
12)  足立雄一：特別講演「呼吸器ウイルス感染症と喘息について」．北海道小児アレルギー疾患講演会，2011，10，22，
札幌． 
13)  足立雄一：特別講演「乳幼児喘息の診断と治療」．鹿児島小児アレルギー研究会 2011，2011，10，7，鹿児島． 
14)  足立雄一：特別講演「PRACTALLからみた治療選択 ロイコトリエン受容体拮抗薬の役割」．Symposium for Pediatrics，
2011，10，2，東京． 
15)  足立雄一：特別講演「小児アレルギー疾患における経口抗アレルギー薬の位置付け」．2011，9，16，久留米． 
16)  足立雄一：特別講演「小児喘息治療における ICSおよび配合剤の位置づけ」．GSK Pediatric Expert Speakers Meeting，
2011，9，10，札幌． 
17)  足立雄一：特別講演「小児喘息治療の最近の話題―ガイドライン改訂をふまえて―」．庄内小児科医会，2011，7，
22，山形． 
18)  足立雄一：特別講演「ぜん息との上手なお付き合い」．第 4回大阪府済生会中津病院市民公開シンポジウム，2011，
7，4，大阪． 
19)  足立雄一：特別講演「小児喘息治療における ICSおよび配合剤の位置づけ」．GSK Pediatric Expert Speakers Meeting，
2011，6，18，神戸． 
20)  足立雄一：特別講演「小児喘息における吸入療法―吸入指導を含め―」．第 57 回新潟アレルギー研究会，2011，6，
11，新潟． 
21)  足立雄一：特別講演「小児喘息治療の最近の話題―ガイドライン改訂をふまえて―」．第 16回大阪小児アレルギー
疾患研究会，2011，6，2，大阪． 
22)  足立雄一：特別講演「乳幼児喘息の診方」．第 13回静岡小児喘息研究会，2011，5，21，静岡． 
23)  足立雄一：:特別講演「小児喘息における配合剤の位置付け」．GSK 10th Anniversary Respiratory Seminar，2011，3，6，
東京． 
24)  足立雄一：小児喘息治療における吸入ステロイド薬の位置付け．帝人ファーマ社内勉強会，2011，1，27，富山． 
25)  金兼弘和，楊 曦，宮脇利男：X連鎖リンパ増殖症候群の臨床的，遺伝学的特徴．平成 22年度厚生労働省難治性疾
患克服研究事業原発性免疫不全症候群に関する調査研究班班会議総会，2011，1，21，福岡． 
26)  金兼弘和：免疫不全症を見逃していませんか？ 北摂小児 PIDセミナー，2011，3，18，大阪． 
27)  金兼弘和：Dyskeratosis congenitalにおける免疫異常に関する研究．平成 22年度厚生労働省難治性疾患克服研究事業
先天性角化不全症の効果的診断方法の確立と治療ガイドラインの作成に関する研究班平成 22 年度総括•分担研究報
告書，38-39，2011． 
28)  金兼弘和：Shwachman-Diamond症候群の効果的診断法の確立に関する研究．平成 22年度厚生労働省難治性疾患克服
研究事業 Shwachman-Diamond症候群の効果的診断法の確立に関する研究班平成 22年度総括•分担研究報告書，26-27，
2011． 
29)  金兼弘和，楊 曦，宮脇利男：X連鎖リンパ増殖症候群の臨床的，遺伝学的特徴．平成 22年度厚生労働省難治性疾
患克服研究事業原発性免疫不全症候群に関する調査研究班平成 22年度総括•分担研究報告書，66-68，2011． 
30)  金兼弘和，宮脇利男：健常人ならびに分類不能型免疫不全症患者のリンパ球亜群における Fcμレセプターの発現に
関する研究．平成 22年度厚生労働省難治性疾患克服研究事業成人型分類不能型免疫不全症の実態把握，亜群特定に
基づく診断基準策定及び病態解明に関する研究班平成 22年度総括•分担研究報告書，20-21，2011． 
31)  金兼弘和：Let’s FISHing! 富山市三木会，2011，4，21，富山． 
32)  金兼弘和：小児がんのトータルケアをめざして! がんの子供を守る会富山支部定期総会，2011，5，8，富山． 
33)  金兼弘和：当院小児移植におけるチーム医療について．北陸ノイトロジン発売 20 周年記念講演会，2011，7，16，
金沢． 
34)  金兼弘和：10 warning signsから知る免疫不全症．山梨血液研究会第 15回サマーセミナー，2011，7，29，山梨． 
35)  金兼弘和：低γグロブリン血症に対するγグロブリン補充療法．第 383回富山県病院薬剤師会学術講演会，2011，9，
10，富山． 
36)  金兼弘和：抗体産生不全症の診断と治療〜古くて新しい話題．第 2回兵庫県免疫不全セミナー，2011，10，7，神戸． 
37)  金兼弘和：Whole-exome sequencingで新たに見つかった原発性免疫不全症．平成 23年度厚生労働省がん等の疾患分
野の医療の実用化研究事業稀少小児遺伝性血液疾患の迅速な原因究明及び診断•治療法の開発に関する研究班第１
回班会議，2011，10，13，名古屋． 
38)  金兼弘和：「ランチョンセミナー」小児血液•腫瘍医に知ってもらいたい免疫不全症．第 53 回日本小児血液•がん学
会，2011，11，27，前橋． 
39)  伊藤悦朗，土岐 力，金崎里香，王 汝南，照井君典，前田美穂，金兼弘和，遠藤幹也，足立壮一，林 泰秀，小
林枝里，清水律子，山本雅之：TAMにみられた GATA1の内部欠損変異の機能解析．平成 23年度厚生労働省ダウン
症候群でみられる一過性骨髄異常増殖症の重症度分類のための診断基準と治療指針の作成に関する研究班第 1 回班
会議，2011，11，4，名古屋． 
40)  吉田健一，土岐 力，朴 明子，永田安伸，王 汝南，白石友一，真田 昌，昆 彩菜，佐藤亜衣子，長崎正朗，
宮野 悟，金兼弘和，川上 清，加藤剛二，小島勢二，林 泰秀，伊藤悦朗，小川誠司：ダウン症候群に合併した
一過性骨髄増殖症（TAM）および急性巨核芽球性白血病（AMKL）の全エクソンシークエンス．平成 23年度厚生労
働省ダウン症候群でみられる一過性骨髄異常増殖症の重症度分類のための診断基準と治療指針の作成に関する研究
班第 1回班会議，2011，11，4，名古屋． 
41)  金兼弘和：難治性 EBウイルス関連疾患について―X連鎖リンパ増殖症を中心として．平成 23年度厚生労働省難治
性疾患克服研究事業慢性 EB ウイルス感染症の診断法及び治療法確立に関する研究班第 2 回班会議，2011，12，5，
東京． 
42)  金兼弘和：腸管出血性大腸菌の outbreakから学んだこと．第 16回 SRL感染症フォーラム，2011，12，17，東京． 
43)  種市尋宙：腸管出血性大腸菌（EHEC）集団感染に起因した急性脳症多発例への対応～枠組みを越えた連携の重要性
～．富山県腸管出血性大腸菌感染症に関する講演会，2011，6，7，富山． 
44)  種市尋宙：こどもの発熱あれこれ～初期対応を中心に～．市民公開講座 病気のシグナル，2011，5，28，富山． 
45)  種市尋宙：症例報告書による臨床情報収集結果～小児例～．平成 23年度厚生労働科学研究事業・特別研究「EHEC/0111
食中毒事例における疫学・細菌学・臨床研究」班 第 1回研究班会議，2011，8，4，富山． 
46)  種市尋宙：O111集団感染に起因した急性脳症多発例の病態解析および臨床的対応．厚生労働科学研究費補助金（難
治性疾患克服研究事業）「重症・難治性急性脳症の病因解明と診療確立に向けた研究」 第 1回班会議，2011，9，9，
東京． 
47)  種市尋宙：小児症例の検討．平成 23年度厚生労働科学研究事業・特別研究「EHEC/0111食中毒事例における疫学・
細菌学・臨床研究」 第 2回研究班会議，2011，12，22，富山． 
48)  種市尋宙：緊急時の対応と子ども達の事故予防～小児救急の現場から見えてくるもの～．平成 23年度 富山県委託
事業富山県教育委員会親を学び伝える家庭教育推進事業 働く人のためのインターネット家庭教育講座 
http://toyama.shiminjuku.com/home/katei/ ，2011． 
49)  渡辺一洋：子どもの健康問題とその対処法．学校心臓検診と救急．教員免許更新講習会，2011，9，25，富山． 
50)  足立陽子：食物アレルギー（経口減感作療法）．第 17回アレルギー週間記念行事，2011，2，27，富山． 
 
